
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆作業時の服装は、長袖・長ズボンとし、ゴーグル・すね

当て・ヘルメットなど適切な保護具を装着しましょう。 

◆作業前に、小石や空き缶などの異物を除去し、周囲(最

低 15ｍ以内)に人がいないことを確認しましょう。 

 ※小石等は一般的に 10ｍ以上飛びます。 

◆作業は、除草作業者のほか、ネット等で飛び石をガード

する人を配置するなど、複数人で役割分担して行いまし

ょう。 

◆刈刃に絡まった草や異物を取り除く際は、必ずエンジン

を停止させてから行いましょう。 

◆障害物などに刈刃が接触した際に弾かれて起きるキック

バック（刈刃の跳ね返り）に注意しましょう。  

◆刃の回転数は極力さげて作業をしま 

しょう。  

◆足場の悪い場所や急傾斜地での作業 

は、鎌などの使用も検討しましょう。  

裏面に続く 

草刈機を使う際の注意点 

http://it-gw.intra.inf.city.okazaki.aichi.jp/grn/message/file_image_view.csp?cid=4953&rid=4758189&mid=2721756&rfid=4832985&hash=86b0ef780058bdfab2e32247c44e459728a7207d&nolog=1
http://it-gw.intra.inf.city.okazaki.aichi.jp/grn/message/file_image_view.csp?cid=4953&rid=4758189&mid=2721756&rfid=4832984&hash=a32f37f18d6877f3b8471c2be28a34614344afaf&nolog=1


 

●作業時の服装・保護具の例                

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：一般社団法人日本農業機械工業会 

●飛散を防止するネット                  
 

 

草刈機の回転する刃に接触した小石

などの異物が飛散し、車や人に当た

る事故が発生する危険があります。

飛散を防止するネットを使用する

等、事故防止対策を実施しましょ

う。 

 

 

 

 

※出典：国土交通省中部地方整備局名古屋国道事務所 

 

●事故が起こってしまった場合               
 

町内会が道路・公園の草刈り等の公益的な活動を行っている際に事故が起こった

場合、岡崎市市民活動総合補償保険により傷害保険金、賠償責任保険金が支払われ

る可能性があります。 

事故が起こってしまった場合は、町総代を通じて速やかに下記担当又は活動を把

握している部署へご連絡ください。 

※対物の事故（自動車のガラスを破損した場合等）の場合、修理をする前に必ず事

故の状況が分かる写真を撮ってください。 
 

 

作業員 

ネット 

除草作業者 

担当：岡崎市市民安全部市民協働推進課 


